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表にみられるように，被検歯牙の象牙質の硫
黄含量は，透明化の認められる部分が0.072～
0.117％であり，その平均値は，0.089％となっ
ている。同じ歯牙の透明化の認められない部
分においては，その測定値は，0.068～0.099％
であって，その平均値を算出すると,0.080%
となっている。
この成績からみると，われわれはまず第一
に，透明化歯牙における歯根の透明化部位の象
牙質中の硫黄含量は，それぞれの歯牙の透明化
のない部位の象牙質中の硫黄量に比較すれば，
その最大値，最小値および平均値は，例外な
く大きくなっていることを認めなければなら
ない。してみると，象牙質の硫黄含量は，歯
牙が透明化するにつれて，次第に増加してい
くのではないかと，考えられる。
では個々の歯牙について，果してその増え
方がどうなっているかの点が問題となってく
る。そこで，なお念のため，個々の被検歯
牙について，透明化が明かにみられる所と透
明化がみられない部分との硫黄含量の差を算
出してみると，両部位における硫黄含量の差に
は，かなり大きな動揺があることが確かめら
れた(第1表を参照)。その実数を吟味する
と，全35例のうち，3例を除く過半の被検試料
は，0.001～0.032％の差であり，透明化してい
る部位の方の硫黄が多くなっている。この
群のものの差の平均を算出してみると，0.010
％である。
3例の例外とみてよい例は，試料番号の上で
は,No.6,19および32のものであって，減っ
た値は，0.004～0.005％と，なっている。こ
うした例外のあることの理由については，これ
を明確に論ずる根拠を確かめることが，でき
なかった。従って，こうした例外のあるこ
との理由は，不詳であるといわなければならな
いが，これは恐らく，歯牙を抜去された患者
の生活の様態において，何んらかの異常なもの
があったためではないかと，思われる。
してみると，歯根の透明化の起っている歯牙
においては，その透明化部位の象牙質中の硫黄
は，極く少数の例外を除くとすれば，明かに
増加していると，いうことができる。
ところで，硫黄含量の増加しているものにつ
いて，念のためにその増え方を吟味してみる
と，それが0.014%以下のものが，大多数であ
って，25例に達しているが，残りの7例は，透
明化部分とそれがみられない部分との硫黄量
の差が0.018～0.032％というかけ離れた増加
と，なっている。すると，このような硫黄量
が著しく増えるものがあるのは，果たしてど
んな理由によるものであるかとの疑問が，浮ん
でくる。
この疑問の究明にあたっては，著者は，まず
最初に，透明度と硫黄量の如何との関連を吟
味しようと，試みた。被検歯牙の透明化部位
の透明度の如何は，表の中にも示されているよ
うに，2度のものが12例で，3度のものは11
例であって，4度のものが9例である(硫黄含
量の例外的に少なかった3例を除く）。念の
ため，それぞれの群のものについて，透明化部
位の透明化のない部位との硫黄含量の差を吟
味してみると,0.009,0.010および0.009%と
なっているので，各群のものの間には，特記す
べき程度の違いが存在していない。してみ
ると，歯根の透明度即ち透明化竈の広さの如
何は，透明化竈の硫黄含量には特に影響を与
えていないものであると，認めなければならな
い。
以上に述べたように，透明化竈の広さの如何
は，硫黄の含量には格別の影響を与えないも
のであることが，判明した。そこで，さらに
進んで，透明化竈における第2の特徴即ち透
明度の強弱と，その部位の硫黄含量測定値との
関連如何について，吟味をしようと思う。
試料の透明化竈の強弱度合いの如何は，表に示
すように，強のものが12例，中等のものが15
例で，弱のものが5例である。念のため，透
明化竈の広さを吟味したやり方と同様に，各
群のものについて硫黄含量測定値の差を吟味
すると，0.016,0.006および0.005％と，なっ
ている。してみると，透明化竈の硫黄含有量
は，透明度合いが強いものほど，ますます増
えて行くものではないかと，いうことができ
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る。従って，象牙質の硫黄含量は，歯牙の透
明化と明かに関連があると，認められる。
なお，透明化竈の境界の如何即ち透明化竈
の第3の特徴が硫黄含量にどんな影響を与え
ているかについても，念のため吟味を試みて
おこうと，思う。そこで，被検試料における
透明化竈の境界如何を吟味すると，境界が明
確なものは20例で，普通のものは10例であっ
て，不明瞭なものが3例である。これらの各
群のものについて，さきに述べた透明化竃の広
さおよび透明度合についての吟味の場合と同
じように，それぞれのものの間の硫黄含有量の
差を吟味すると，平均値においては，0.010,
0.009および0.007％になっている。してみ
ると，透明化竈の境界の如何は，その部位の硫
黄含量にはあまり大きな関連がないものであ
ると，考えられるけれども，多少は関係があ
るともいえる節がある。
以上に記載したように，本篇の研究において
は，歯根の透明化している部分の象牙質中の硫
黄は，健全な歯根即ち透明化しないものの象
牙質中の硫黄量に較べ，明かに増量を来たし
ている事実が，確かめられただけではなく，透
明化部位における硫黄量の増加は，透明化竈の
透明度の如何と特に密接な関連性があること
が，確かめられたのである。してみると，歯
根の象牙質の中の硫黄含有量は，歯根の透明化
現象が進むにつれて増加して行くものではな
いかと，考えられる。
著者の検査した試料の中には，さきに述べておいた
ように，透明化部位の硫黄含量が特に飛び離れて多
いものが，7例あった。これらの歯牙は，すべて，
透明化竃の透明度が特に著しいもの即ち‘‘強''の群
の中に，はいってくる。この事実は，上記したとこ
ろの著者の推論，即ち，歯根の象牙質の中の硫黄含量
は，歯根の透明化が進むにつれて，次第に増えて行
くものではないかとの推定を，裏書きするものであろ
うと，考えてよい。
してみると，ではこのように，硫黄が象牙
質中に増えて来るのは，果たして何故である
かとの疑問が，浮んで来る。この問題の究明
に当っては，是非とも従来の文献を吟味して
おかなければならない。
野
Q
そこで，まず最初に，従来の文献を検討す
ると，緒言にも述べておいたように，歯牙の硫
黄に関しては，全く研究報告がない。とこ
ろで，歯根の透明化現象については，これまで
の多くの人には，これは細菌の侵入や病変の
拡大に対する一種の防衛手段であると，考えら
れているようである。
しかし，当教室の菊地ら''2)は,歯根の透明化
を来たしている多数の歯牙について観察した
結果，および，透明化歯牙の透明化している部
位の象牙質と健全部分即ち透明化のみられな
い部位の象牙質の窒素を定量し，窒素量が前
者に遙かに多いことを確認した結果から，歯
根の透明化は恐らく，退行性変化に基づく異
変であろうと，推定している。すると，上記
した従来多くの人に支持されて来た仮説，即
ち，歯根の透明化は恐らく，細菌の侵入や病
変の拡大に対する防衛手段ではないかとの仮説
は，その根拠が明かに動揺して来ることにな
る。
本篇の研究においては，歯根の象牙質の中に
含まれている硫黄は，歯根に透明化が起り，
それが進行するにつれて，次第にその量が増
えて行くことが，確かめられている。この事
実は，教室の菊地らが，上記したように，透明
化した歯根の象牙質においては，窒素が明か
に増えていると報告していることを掛酌考慮
すると，透明化部位に増えて来る硫黄は恐ら
く，有機物の中に含まれてるものであろうと，
推知されるだけではなく，歯根の透明化した部
位に硫黄が増えてくるのは，矢張り退行性異
変の現われであると，考えさせる所である。
してみると，本篇の研究成績は，歯牙の透明化
の発現機序の究明に関しても大きな意義があ
り，当教室の従来の見解を明かに裏書きする
ものになっていると，いうことができる。
なお，本篇の研究においては，35個の歯根の
透明化歯牙が被検試料として，硫黄定量が行
なわれたが，それは既に述べたように，年令
が35～65才の間に分布しており，性別をみる
と，男女ほぼ同数となっていて，歯牙の種類
別をみると，広く各部位に亘っている。そ
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こで，著者は念のために，こうした試料側の
違いが，果たしてその硫黄含量に影響を及ぼ
しているかどうかについても，慎重な吟味検討
を試みてみた。その結果をみると，これら
総
本篇の研究においては，歯根の透明化した歯
牙を被検試料として，その透明化部位と透明
化の現われていない部位との象牙質の硫黄含量
を定量した上，両部位の硫黄含量測定値が種
々の観点から比較検討されている。
この研究に供された歯牙は，合計35個であって，
それは年令が35～65才までの広い年令層の者から抜
去されたものであり，性別は男女ほぼ同数になって
おり，分析に先き立ち，透明化の状態が審わしく観
察されている。その観察によると，著者の被検試料
は，菊地らの分類法による透明度が2度のものが12
例，3度のものが13例で，4度のものが10例になっ
ているが，透明度合いの強弱如何によれば，「強｣のも
のが12例，「中等｣のものが18例で，「弱｣のものが5
例となっており，透明化の境界の状態如何からの分類
によれば，「明確｣のものが21例，「普通｣とみられる
ものが9例で，「不明｣のものが5例である。
硫黄の分析に当っては，歯牙の透明化した部
分と透明化が認められない部分の象牙質を分
離採取した上，強リン酸法による硫黄のミクロ
定量が行なわれた。本篇の研究成績の中か
ら，念のために主要なものを摘録しておくこ
とにすると，次のようである。
1．歯根の透明化が起っている部分の象牙質
の硫黄含量は，0.072～0.117％であって，その
平均値は0.089％となっているが，同一歯牙の
透明化の認められない部位の歯根象牙質の硫黄
含量は，0.068～0.099％となっていて，その平
均値は0.080％であることが，確かめられてい
る。
2．上記成績の最小値，最大値および平均値
からみても，歯根が透明化した場合には，そ
の部位に限定し，象牙質の硫黄含量が増えて
文
1）菊地皓－・藤井啓行：法医･鑑識･社会医学
雑誌，2，152（1955/56)．2）菊地皓一・井原
の試料の違い,即ち，歯牙の被抜去者の年令，
性別および歯牙の種類の如何は，その硫黄含
量には格別の影響を与えないものであること
が，確かめられている。
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行くことは，容易に推知された。
3．なお念のために，個々の被検歯牙につい
て，透明化部位と透明化がみられない部分と
の硫黄含量を比較検討してみたところ，3例の
例外を除けば，透明化部位に硫黄が増えてお
り，その増加は，0.001～0.032％の間にあって
平均が0.010%となっていることが，確かめら
れた。
3例の例外とみられるものが出現した理由について
は，充分な説明ができなかったが，これは恐らく，
歯牙を抜去された患者の生活様態において何か異常
なものがあったためではないかと推定された(この例
外のものにおいては，両部分についての硫黄定量値の
差は，0.004および0.005％であった)。
4．従って，歯根が透明化した場合には，そ
の部位の象牙質の硫黄含量は次第に増加して
行くものであると，いえる。
5．この硫黄の増加は，さきに報告された当
教室の菊地らの歯牙の窒素含量についての研究
報告の成績をも掛酌考慮すると，明かに退行
性異変に基づくものであると，認められる。
6．歯牙の透明化部位に増えて来る硫黄は，
恐らく有機物の中に含まれているものであろ
うと，推知される。
7．上記した透明化部位に現われる硫黄含量
の増加は，透明化竈における透明度合いの如何
と特に密接な関連性があることが，確かめら
れた。
8．透明化に基づき現われる歯根象牙質の硫
黄含量の増加は，被検歯牙の提供者の年令，性
別および歯牙の種類如何とは，全く無関係な
ものであることが，確かめられている。
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